
      

①
新
風 

②
浅
沼
町
８
３
１-

１ 

③(

21)

２
８
４
２ 

④
昨
年
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
経
済
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
負
い
ま
し
た
。
こ
の
影
響
は
、

弱
者
に
よ
り
大
き
な
皺
寄
せ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
の
街
と
し
て
い
ち
早

く
経
済
を
立
て
直
し
、
こ
ど
も
た
ち
の

未
来
に
希
望
が
持
て
る
街
と
し
て
あ
る

べ
き
姿
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
こ
ど
も
が

増
え
て
い
る
中
、
地
域
で
支
え
合
え
る

環
境
づ
く
り
や
、
希
望
の
進
路
に
誰
で

も
向
か

え
る

経
済

支
援

策
、

I

C

T

教
育
の
充
実
な
ど
、
教
育
環
境
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。 

 

      

①
蒼
生
会 

②
閑
馬
町
１
６
６
９ 

③(

65)

０
３
１
０ 

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
新
し
い
生
活
様
式
に
変
わ

り
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
、
人
と
人
と
が
繋
が
り
支
え
合

う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。 

 
佐
野
市
の
文
化
・
産
業
振
興
に
対
し

て
建
設
的
な
提
案
・
提
言
を
し
、
特
に

中
山
間
地
域
の
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
に
向
け
て
新
た
な
支
援
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。 

 

市
民
の
皆
様
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
“
実
現
力
”
で
す
。
今
後
も
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
市
政
運
営
に
効

果
と
成
果
の
出
る
議
員
活
動
に
努
め
ま

す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
越
名
町
３
１
３ 

③(

87)

４
１
１
５ 

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
が
市
民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
状
況
下
、
感
染
症
が
収
束
す
る
こ

と
を
見
据
え
、
新
た
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
経
済
の
活
性
化
を
促
す
も
の
と
し

て

「

国

道

50
号
沿

線

開

発

の

事

業

化

促
進
」
「
南
部
幹
線
道
路
の
計
画
促
進
」

「
渡
良
瀬
川
架
橋
整
備
促
進
」
で
す
。

我
々
議
員
に
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
提

案
力
の
向
上
や
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

強
化
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
世
論
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
、
企
画
力
・
行
動
力
・

活
動
力
・
実
行
力
、
そ
し
て
監
視
力
を

発
揮
し
ま
す
。 

 

横井 帝之 

久保 貴洋 

鈴木 靖宏 

議会 から こん にち は  202 2.1 .1  ⑦  


